
（農業基盤整備分野）
6.農業基盤室

事務事業名 農地・水・環境保全向上対策事業（国庫補助 平成１９年度～）
農地・農業用水等の資源を社会共通資本と位置づけ、農業者に加え、多様な事業の概要

主体の参画（ＮＰＯ、自治会、小中学校、水土里ネット、地域住民等）によ
り、これらの資源を保全することで、食料の安定的な生産や、地産地消に寄与
します。また、農村地域において古来から人々の営みの中で形成されてきた伝
統文化、地域のつながり、田園景観や自然生態系等の地域資源を守り育てるこ
とにより、農村集落の維持・活性化を図るとともに農業が本来有する自然循環
機能を維持増進させます。

助成対象等 農村資源を適切に保全するために、規約・活動計画を作成し、市町と協定を
締結した活動組織（平成２３年度末までに３１５活動組織を目標）

県 予 算 額 135,163千円(H22 180,000千円）
44,837千円(6月補正)
国庫補助 農地・水・環境保全向上対策推進交付金100/100 14,100千円

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 農業基盤グループ（059-224-2556）

事務事業名 田んぼの生きもの復活プロジェクト推進事業（平成２３年度～）
水田と水路を自由に行き来できる水田魚道０を設置し、地域住民による生物事業の概要

の保全活動をモデル的に実施することにより、水田地域の生物多様性の確保と
地域住民の意識向上を図ります。

県 予 算 額 764千円
501千円（6月補正）

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 農業基盤グループ（059-224-2556）

事務事業名 高度水利機能確保基盤整備事業（国庫補助 平成２２年度～）
事業の概要 戦略的な農業経営を目指し、大規模営農に取り組むことで競争力を高めると

ともに、産地の形成や多品目適量生産を実現させるためには、農産物の高品質
化や多品目の育成に向けた水管理の省力化・高度化が必要なことから、水管理
の自動化など高度な水利機能を有する高性能な生産基盤を整備します。

県 予 算 額 1,155,941千円（H22 651,981千円）
517,040千円(22年度12月補正）
537,841千円（6月補正）
国庫補助50/100・55/100 557,720千円

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 農業基盤グループ（059-224-2556）

事務事業名 基幹農業水利施設ストックマネジメント事業（国庫補助 平成１９年度～）
事業の概要 国営又は県営土地改良事業により造成されたダム、頭首工、機場、幹線水路

等の基幹的施設について不具合を生じる前に機能診断及び保全対策工事を行
い、ライフサイクルコストの低減と施設の安全性の向上を図ります。

県 予 算 額 105,000千円（H22 178,785千円）
86,625千円（22年度12月補正）

111,300千円（6月補正）
国庫補助50/100 50,000千円

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 水利防災グループ（059-224-2604）



事務事業名 畑地帯総合農地整備事業（国庫補助 平成１９年度～）
事業の概要 担い手の経営安定を図るため、畑作農業の担い手による経営面積が10％以上

の地域において効率的な基盤整備と生産環境基盤整備を総合的に実施します。

県 予 算 額 55,560千円 （H22 61,650千円）
17,850千円（6月補正）

国庫補助50/100 26,500千円
担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 水利防災グループ（059-224-2604）

事務事業名 県単基幹水利施設緊急調査・補修事業（平成２３年度～）
事業の概要 耐用年数を過ぎた施設や老朽化した施設を対象に、機能回復に向けた必要な

調査及び緊急的な補修を実施し、農業水利施設の保全を図ります。

県 予 算 額 8,985千円
27,235千円（6月補正）

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 水利防災グループ（059-224-2604）

事務事業名 耕地施設管理事業（国庫補助 平成１５年度～）
事業の概要 地震による津波被害から人命、財産を守り、海水の進入を早期に安全に防止

できる海岸保全施設とするため、水門等の整備・改修を行います。

県 予 算 額 16,200千円（H22 9,000千円）
5,400千円（6月補正）
国庫補助50/100 7,500千円

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 水利防災グループ（059-224-2604）

事務事業名 ゼロメートル地帯地域内排水緊急対策事業（国庫補助 平成２３年度～）
伊勢湾沿岸におけるゼロメートル地帯特に木曽岬町・旧長島町では地域内排事業の概要

水が困難な事から、高潮やゲリラ豪雨等による特に農地だけでなく一般公共施
設を含む宅地等の浸水被害を未然に防止する為、排水機場の整備を重点的に進
めます。

県 予 算 額 94,500千円（H22 121,245千円）
251,800千円（22年12月補正）
31,500千円（6月補正）
国庫補助50/100 47,250千円

担当室･ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 農業基盤室 水利防災グループ（059-224-2604）


